




The Practice of Early Movement of'the Composition based on Daily Life' 














































































































































































































































































































































































なさい。 ◎ とてもうまいと思う文 〇 そのつぎ，うまいと思ふ文







ヒヲ シタコトガアリマスカ。ドンナ オテツダヒヲ シマシタ。ダレノ オ
テツダヒヲ シマシタ。 オテツダヒガ ジャウズニ デキマシタカ。 アトデ
ナニカ ゴハウビヲ モラヒマシタカ。 ソノ オハナシヲ カイテ オクッテ























































































































































（明治図書 1970), 佐々井秀緒『生活綴方生成史』（あゆみ出版 1981)ほか，多数の
ものがある。また，小砂丘忠義に関する研究においても，今井誉次郎「小砂丘忠義」
（『講座学校教育』第2巻〈日本教育の遺産〉明治図書 1957), 中内敏夫「生活綴方の
原像考一小砂丘忠義論」（「教育』国土社 1970. 2), 碓井客夫「小砂丘忠義の綴方理論
とその転回一『綴方生活』誌を中心に一」（『季刊教育運動研究jNa 5 あゆみ出版
1977. 7)ほか，多くの論述がされている。筆者もこれまで「小砂丘忠義の綴方教育，そ
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